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	【概要】
	大学や企業のサステイナビリティレポートや環境報告書を学生目線で読んで評価をする

	【メリット】
	環境・サステイナビリティ活動の知識がつく
	CAS-Net公式サイトに審査団体としての掲載
	表彰式で発表する機会あり
	参加学生個人に「SRA学生審査員証書」発行
	履歴書に書ける・ガクチカに使える
	【問い合わせ先】 一般社団法人 サステイナブルキャンパス推進協議会 　　　　（CAS-Net JAPAN）　SRA事務局   　　　　contact@casnet-japan.org
	▶︎詳細および申込はこちら


	サステイナビリティレポート・アワード 学生審査団体 参加要項
	■趣旨・目的 「サステイナビリティ・レポート・アワード（SRA）」は、環境情報開示の質の向上と、大学・企業・団体によるサステイナビリティ活動の社会的発信力の強化を目的に、2025年にスタートした表彰制度です。環境報告書に対する評価プロセスに学生の視点を取り入れることで、新たな価値基準の導入と、学生にとっての学びの機会の創出を目指しています。学生環境団体による一次審査は、若い世代ならではの柔軟で多角的な視点を反映し、報告書の「伝える力」や「共感力」を評価する重要な役割を担います。
	■審査方法 　1件あたり、応募申請書（A41枚）と報告書本体を読み、評価基準に基づいて、１枚の評価書（様式あり）を作成する。
	http://casnet-japan.org/free/sra-audit


